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の人を気にかけて、たくさんの人が笑顔になるように行動してい
る。毎年作品が披露され、社会福祉活動の普及につながり、貢献
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年

頭

の

ご

挨

拶

　

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
三
月
に
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
、
本
会
で
は
、
岩
手
県
釜

石
市
社
協
へ
の
五
カ
月
以
上
に
わ
た
る
職
員
派
遣
を
含
め
、
で
き
る
限
り

の
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
七
月
に
は
新
潟
・
福
島
豪
雨

に
よ
る
災
害
、
九
月
に
は
台
風
第
十
二
号
に
よ
る
大
雨
災
害
な
ど
が
発
生

し
、
震
災
も
含
め
、
改
め
て
、
人
と
人
の
つ
な
が
り
や
支
え
合
い
の
大
切

さ
に
気
づ
か
さ
れ
た
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
会
は
、
昨
年
四
月
に
設
立
六
十
年
を
迎
え
、
本
紙
に
「
福
祉
社
会
を

ひ
ら
く
〜
県
社
協
六
十
年
」
を
連
載
し
、
歴
史
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、

そ
の
役
割
を
再
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
新
し
い
活
動
推
進
計
画
の
も
と

で
組
織
体
制
も
刷
新
し
、
重
点
事
業
と
し
て
新
た
に
設
置
し
た
政
策
提
言

委
員
会
に
お
い
て
、「
社
会
福
祉
制
度
・
施
策
に
関
す
る
提
言
」
を
ま
と
め
、

県
を
は
じ
め
国
・
市
町
村
へ
提
言
活
動
を
行
う
な
ど
、
事
業
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

少
子
高
齢
社
会
の
到
来
、
人
間
関
係
の
希
薄
化
な
ど
、
今
、
福
祉
や
地

域
社
会
を
取
り
巻
く
状
況
は
大
き
く
変
化
し
、
法
や
制
度
も
め
ま
ぐ
る
し

く
変
わ
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

新
し
い
年
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
て
き
た
多
く
の
出
来
事
を
糧
に

し
つ
つ
、
新
た
な
気
持
ち
の
も
と
地
域
福
祉
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、地
域
や
福
祉
現
場
で
ご
活
躍
の
皆
さ
ま
方
か
ら
、引
き
続
き
、ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

社
会
福
祉
法
人

　

神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議
会

 

会
長　

林　

英
樹

　

本
会
で
は
、「
と
も
し
び
基
金
」
を
は

じ
め
、「
か
な
が
わ
交
通
遺
児
援
護
基
金
」

「
か
な
が
わ
子
ど
も
福
祉
基
金
」「
萬
谷
児

童
福
祉
基
金
」
を
設
置
し
、
多
く
の
皆
さ

ま
に
ご
支
援
・
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

特
に
十
二
月
は
、「
と
も
し
び
基
金
」

の
集
結
を
実
施
し
て
お
り
、
と
も
し
び
基

金
募
金
箱
の
設
置
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て

い
る
ス
ー
パ
ー
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
・
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
・
公
衆
浴
場
・
信
託

銀
行
・
Ｊ
Ａ
（
農
協
）・
旅
行
代
理
店
・

と
も
し
び
シ
ョ
ッ
プ
・
県
の
行
政
機
関
窓

口
な
ど
か
ら
寄
附
金
が
集
ま
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
寄
附

金
は
、
基
金
原
資
と
し
て
積
み
立
て
、
そ

の
果
実
（
利
子
）
を
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に

活
用
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、
本
会
に
寄
せ
ら
れ
た

寄
附
金
を
活
用
し
た
取
り
組
み
の
一
例
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

と
も
に
生
き
る
福
祉
社
会
を
目
指
し
て

―
「
と
も
し
び
基
金
」
の
活
用
例

【
身
近
な
地
域
の
普
及
啓
発
】

　

日
本
で
は
毎
年
、「
国
際
障
害
者
デ
ー
」

と
さ
れ
た
十
二
月
三
日
か
ら
、国
連
で「
障

害
者
の
権
利
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
た
十
二

月
九
日
ま
で
の
一
週
間
を「
障
害
者
週
間
」

と
定
め
て
い
ま
す
。

　

県
内
で
は
、
こ
の
期
間
を
中
心
に
、
市

区
町
村
社
協
と
、
市
町
村
域
の
と
も
し
び

運
動
の
推
進
を
担
う
「
市
町
村
と
も
し
び

運
動
推
進
組
織
」の
合
計
四
十
六
カ
所
で
、

Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
障
害
に
つ
い
て
身
近
な
こ
と
と
し
て

捉
え
、自
分
が
で
き
る
こ
と
を
考
え
た
り
、

支
え
合
っ
て
生
き
る
こ
と
の
大
切
さ
を
伝

え
た
い
」
と
、
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
障

害
が
あ
る
人
た
ち
の
手
作
り
製
品
の
販

売
、
記
念
講
演
、
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

の
開
催
な
ど
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
に
は
、
障
害
者
団
体
や

行
政
機
関
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
民
生
委
員

児
童
委
員
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
ご

協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
本
会
で
は
、
横
浜
市
・
川
崎
市
・

相
模
原
市
の
四
社
協
で
、
神
奈
川
新
聞
に

意
見
広
告
を
掲
載
。制
作
に
あ
た
っ
て
は
、

当
事
者
団
体
か
ら
写
真
提
供
や
文
章
表
現

に
つ
い
て
助
言
を
い
た
だ
き
、
障
害
へ
の

理
解
と
配
慮
、
当
事
者
活
動
等
の
大
切
さ

を
伝
え
る
広
告
と
な
り
ま
し
た
。

【
ハ
ー
ト
フ
ル
ク
リ
ス
マ
ス
】

　

（N）
神
奈
川
県
障
害
者
地
域
作
業
所
連

絡
協
議
会
と
の
共
催
で
、
十
二
月
十
五
日

か
ら
十
七
日
ま
で
、
か
な
が
わ
県
民
セ
ン

県社協

ひろば
の

支
え
合
っ
て
生
き
る
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
た
い

ー
寄
附
に
よ
る
社
会
福
祉
活
動
へ
の
参
加
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タ
ー
展
示
場
に
て
「
ハ
ー
ト
フ
ル
ク
リ
ス

マ
ス
〜
ひ
と
に
優
し
く
、
ひ
と
が
優
し

く
〜
」
を
開
催
し
、
三
日
間
で
千
百
四
十

一
名
の
方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
地
域
作
業
所
で
作
っ
た
ク

リ
ス
マ
ス
製
品
や
、
東
日
本
大
震
災
で
関

わ
り
の
あ
っ
た
岩
手
県
釜
石
市
の
製
品
等

を
並
べ
、
手
作
り
製
品
や
自
助
具
の
製
作

体
験
、
障
害
に
配
慮
し
た
Ｉ
Ｔ
機
器
の
操

作
を
体
験
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
を
つ
く
り
ま

し
た
。

　

併
せ
て
、
と
も
し
び
運
動
や
障
害
者
週

間
の
紹
介
パ
ネ
ル
、「
と
も
し
び
ポ
ス
タ
ー
・

絵
本
コ
ン
テ
ス
ト
」
入
賞
作
品
（
関
連
記

事
一
面
・
十
二
面
）
を
展
示
し
、
買
い
物

を
楽
し
み
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
参
加
の

か
た
ち
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
、

「
と
も
に
生
き
る
福
祉
社
会
」
に
つ
い
て

考
え
て
い
た
だ
く
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
自
立
に
向
け
た
支
援

―
児
童
を
対
象
と
す
る
基
金
の
活
用
例

　

さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
親
と
共
に
生
活
す

る
こ
と
が
で
き
ず
、
県
内
の
児
童
養
護
施

設
等
や
里
親
の
も
と
で
生
活
し
て
い
る
子

ど
も
を
対
象
に
「
か
な
が
わ
子
ど
も
福
祉

基
金
」
で
は
、
①
私
立
幼
稚
園
へ
の
入
園

や
私
立
高
等
学
校
へ
入
学
す
る
際
の
奨
励

金
の
支
給
、
②
民
間
ア
パ
ー
ト
へ
入
居
す

る
際
の
自
立
支
援
金
の
支
給
、
③
施
設
長

や
里
親
の
身
元
保
証
に
伴
う
損
害
賠
償
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
「
萬
谷
児
童
福
祉
基
金
」
で
は
、

四
年
制
大
学
・
短
期
大
学
・
専
門
学
校
な

ど
へ
入
学
す
る
際
の
支
度
金
の
支
給
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

交
通
事
故
な
ど
に
よ
る
二
十
歳
未
満
の

遺
児
と
そ
の
世
帯
を
対
象
に
し
た
「
か
な

が
わ
交
通
遺
児
援
護
基
金
」
で
は
、①
小
・

中
学
校
入
学
時
、
中
学
校
・
高
等
学
校
卒

業
時
の
激
励
金
の
支
給
、
②
労
災
見
舞
金

の
支
給
を
受
け
て
い
な
い
世
帯
へ
の
見
舞

金
の
支
給
、③
関
係
団
体
活
動
費
の
助
成
、

④
親
子
交
流
会
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

本
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
基
金
の
ほ
か
、

福
祉
車
両
や
ケ
ー
キ
・
清
涼
飲
料
水
の
寄

贈
、
コ
ン
サ
ー
ト
・
サ
ッ
カ
ー
等
の
イ
ベ

ン
ト
招
待
、
福
祉
施
設
の
塗
装
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
実
施
な
ど
、
年
間
を
通
じ
て
、
た

く
さ
ん
の
寄
託
品
が
寄
せ
ら
れ
、
福
祉
施

設
・
団
体
等
へ
配
分
し
て
い
ま
す
。

　

と
も
に
生
き
る
福
祉
社
会
づ
く
り
を
目

指
し
て
、
県
民
の
皆
さ
ま
や
企
業
・
団
体

の
方
々
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
温
か
い
気
持
ち

を
反
映
し
、
活
動
の
輪
が
広
が
っ
て
い
く

よ
う
、今
後
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
（
と
も
し
び
運
動
推
進
担
当
）

（右）12月３日から３日間、内部障
害等をテーマに新聞意見広告を掲
載しました

（左上）「ハートフルクリスマス」
の売上は合計788,110円ありました

（左下）岩手出身の八重樫東選手（ボ
クシング世界ミニマム級王者・写真
左）と原隆二選手（日本ミニマム級２
位）が「ハートフルクリスマス」へ
応援にかけつけてくれました

ともしび基金をはじめ、皆さまの温かい心に感謝申し上げます！ともしび基金をはじめ、皆さまの温かい心に感謝申し上げます！
（12月寄附者の皆さま）（12月寄附者の皆さま）

【一般寄附金】 ▽脇隆志 ▽広瀬公子【交通遺児援護基金】 ▽㈱小田原ジムキ ▽㈳神奈川県
畜産振興会【子ども福祉基金】 ▽佐藤和成 ▽宍戸晃子 ▽県社会福祉会館設置募金箱【と
もしび基金】 ▽中区浴場組合 ▽第二大和湯 ▽㈲日栄浴場 ▽第二常盤湯 ▽高津湯 ▽中島館

▽㈲松山商会いなり湯 ▽喜久の湯 ▽ＪＡ神奈川県信連 ▽ＪＡ横浜 ▽ＪＡ田奈 ▽ＪＡセレ
サ川崎 ▽ＪＡ湘南 ▽ＪＡかながわ西湘 ▽ともしびショップ県庁店 ▽ともしびショップ県
民センター店 ▽ともしびショップミュージアム ▽ともしびショップスマイル ▽ともしび
ショップグッズコーナー ▽ともしびショップマリン ▽ともしびショップなのはな ▽とも
しびショップ保健福祉大学 ▽ダン・デ・リヨン ▽ともしびショップポエム’10 ▽ともしび
ショップさくら運営委員会 ▽ともしびショップファースト ▽アズ・ア・バード労働会館
店 ▽湘南モノレール㈱湘南ボウル ▽ハイランドレジャーセンター㈱ ▽そうてつローゼン
港南台店 ▽スリーエフ鶴見向井町店 ▽神奈川県教職員組合 ▽妙深寺婦人会 ▽㈳神奈川健
康生きがいづくりアドバイザー協議会 ▽障害者週間キャンペーン事業ハートフル・クリ
スマス（募金箱） ▽㈶神奈川芸術文化財団 ▽㈶十愛会 ▽日向台病院 ▽聖テレジア病院 ▽

箱根老人ホーム ▽横須賀老人ホーム ▽厚木市ともしび運動推進協議会 ▽㈳神奈川県薬剤
師会 ▽㈳神奈川県看護協会 ▽（福）神奈川県総合リハビリテーション事業団 ▽㈳神奈川県土
地建物保全協会 ▽㈶神奈川県厚生福利振興会 ▽神奈川県道路公社 ▽㈶神奈川県身体障害
者連合会 ▽㈶神奈川県老人クラブ連合会 ▽㈳神奈川県高齢者福祉施設協議会 ▽（Ｎ）フュー
ジョンコムかながわ・県肢体不自由児協会 ▽神奈川県心身障害児者父母の会連盟 ▽神奈
川県肢体不自由児者父母の会連合会 ▽㈳神奈川県保育会 ▽神奈川県保育士会 ▽ゆりの会

▽神奈川県医療福祉施設協同組合 ▽㈶神奈川県福利協会 ▽（Ｎ）神奈川県ホームヘルプ協会

▽神奈川県交通遺児家庭の会 ▽（福）神奈川県共同募金会 ▽（Ｎ）神奈川県障害者地域作業所
連絡協議会 ▽神奈川県手をつなぐ育成会 ▽神奈川県知的障害施設団体連合会 ▽やまゆり
知的障害児者生活サポート協会 ▽㈳神奈川県社会福祉士会 ▽神奈川県警察本部 ▽神奈川
県職員一同 ▽穴澤久吉 ▽本会職員一同（計1,747,784円）【寄附物品】 ▽神奈川トヨタ自
動車㈱ ▽コカ・コーラ セントラル ジャパン ▽日産労連神奈川地方協議会 ▽神奈川県定
年問題研究会 ▽吉田商店 ▽神奈川県警察本部 ▽神奈川県職員一同（いずれも順不同、敬
称略）
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福
祉
関
連
の
動
き
（
○
数
字
は
本
紙
で
の
関
連
記
事
掲
載
月
）

社
会
の
う
ご
き
・
事
件
・
事
故

１

○
厚
労
省
の
「
今
後
の
介
護
人
材
養
成
の
在
り
方
に
関
す
る
検
討
会
」
が
報
告
書
を
ま
と
め
る

○
全
国
各
地
で
児
童
養
護
施
設
を
中
心
に
「
伊
達
直
人
（
タ
イ
ガ
ー
マ
ス
ク
）」
を
語
る
匿
名
の
寄
贈
が
相
次
ぐ
②

★
第
34
回
県
福
祉
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
開
催
②

▽
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
ザ
イ
ン
政
権
崩
壊
（
ジ
ャ
ス
ミ
ン
革
命
）

▽
格
付
け
会
社
が
、日
本
の
長
期
国
債
格
付
け
を
「
Ａ
Ａ
」

か
ら
「
Ａ
Ａ
マ
イ
ナ
ス
」
に
格
下
げ

２

○
茨
城
県
に
住
む
被
後
見
人
で
、
知
的
障
害
の
あ
る
女
性
が
選
挙
権
を
求
め
て
初
提
訴
⑦

○
政
府
が
「
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
」
の
作
業
部
会
で
、「
こ
ど
も
園
」
の
入
所
要
件
を
大
幅
に
緩
和
す
る
方
針
を
固
め
る
④

○
厚
労
省
の
「
24
時
間
地
域
巡
回
型
訪
問
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
検
討
会
」
が
報
告
書
を
公
表
⑦

★
地
域
福
祉
担
当
者
連
絡
会
「
地
域
の
見
守
り
活
動
と
個
人
情
報
」
開
催
③

★
「
災
害
時
福
祉
活
動
方
針
」
を
ま
と
め
る

★
「
障
害
が
あ
る
方
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
た
め
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
発
刊

★
中
学
生
等
に
向
け
た
地
域
福
祉
活
動
事
例
集
「
は
じ
め
て
の
ち
い
き
ふ
く
し
活
動
ノ
ー
ト
」
発
刊
⑥

▽
大
相
撲
「
八
百
長
メ
ー
ル
」
問
題
で
春
場
所
中
止

▽
エ
ジ
プ
ト
の
ム
バ
ラ
ク
政
権
崩
壊
（
エ
ジ
プ
ト
革
命
）

▽
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
Ｍ
6.3
の
地
震
発
生

３

★
県
・
県
共
同
募
金
会
と
共
に
東
日
本
大
震
災
に
か
か
る
義
援
金
募
集
を
開
始
、「
神
奈
川
県
災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
」
設
置
④

★
県
・
県
共
同
募
金
会
と
共
に
企
業
の
協
力
を
受
け
、
県
内
避
難
者
や
被
災
地
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に
「
お
も
て
な
し
パ
ッ
ク
」
配
布
⑦

★
県
内
社
協
・
山
梨
県
社
協
と
共
に
岩
手
県
釜
石
市
社
協
に
職
員
派
遣
を
開
始
⑤

▽
東
北
新
幹
線
Ｅ
５
系
「
は
や
ぶ
さ
」
運
行
開
始

▽
東
日
本
大
震
災
発
生
④
〜
⑫

▽
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
に
て
原
発
事
故
。
東
京
電
力

が
計
画
停
電
を
実
施

４

○
厚
労
省
の
調
査
で
、
公
園
や
河
川
敷
な
ど
で
暮
ら
す
ホ
ー
ム
レ
ス
が
昨
年
度
に
比
べ
て
17
・
０
％
減
っ
た
こ
と
が
判
明
⑤

○
総
務
省
の
調
査
で
、
過
疎
地
域
の
中
で
高
齢
者
割
合
が
50
％
を
超
え
る
集
落
が
１
万
を
突
破
し
た
こ
と
が
判
明
⑤

◇
県
が
「
孤
独
死
防
止
対
策
等
調
査
事
業
報
告
書
〜
孤
独
死
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
て
〜
」
を
公
表
④
⑩

★
県
・
神
奈
川
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
共
に
「
か
な
が
わ
東
日
本
大
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
設
置
⑤

★
「
県
社
協
活
動
推
進
計
画
」
の
改
訂
実
施
計
画
を
開
始
④

★
「
障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
ケ
ア
ホ
ー
ム
第
三
者
評
価
制
度
」
を
開
始
⑤

★
支
援
者
の
初
期
相
談
の
あ
り
方
を
焦
点
と
し
た
「
権
利
擁
護
相
談
事
例
集
」
発
刊
⑤

▽
上
野
動
物
園
に
３
年
ぶ
り
に
パ
ン
ダ
入
園
・
公
開
開
始

▽
東
日
本
大
震
災
後
、
最
大
の
Ｍ
７
級
の
余
震
発
生

▽
県
知
事
に
黒
岩
祐
治
さ
ん
当
選

▽
プ
ロ
野
球
、
約
半
月
遅
れ
の
開
幕

▽
富
山
県
の
焼
肉
店
の
ユ
ッ
ケ
に
よ
る
死
亡
事
件

５

○
「
改
正
民
法
・
児
童
福
祉
法
」
成
立
。
親
の
虐
待
か
ら
子
ど
も
を
守
る
た
め
、
最
長
２
年
の
親
権
停
止
が
可
能
に
⑥

○
厚
労
省
の
調
査
で
、
生
活
保
護
受
給
者
数
が
２
月
時
点
で
２ 

０ 

０
万
人
超
、
戦
後
の
混
乱
期
並
み
に
急
増
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
⑥

○
政
府
が
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
沿
岸
自
治
体
に
住
む
障
害
者
の
う
ち
、
２
％
が
死
亡
・
行
方
不
明
の
可
能
性
が
あ
る
と
発
表
⑥

○
全
社
協
が
「
社
協
職
員
行
動
原
則
」
を
制
定

◇
県
が
「
平
成
22
年
度
児
童
虐
待
相
談
受
付
件
数
（
政
令
市
・
中
核
市
を
除
く
）」
を
公
表
。
前
年
度
比
35
・
８
％
増
の
１
，
８ 

５ 

３
件
⑥
⑨

◇
県
が
「
か
な
が
わ
避
難
者
見
守
り
隊
」
設
置
。
避
難
者
の
定
期
訪
問
や
見
守
り
が
役
割

▽
政
府
の
要
請
で
、
静
岡
県
浜
岡
原
発
を
停
止

▽
北
海
道
Ｊ
Ｒ
の
特
急
電
車
が
脱
線
、
火
災
発
生

６

○
「
改
正
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
」
成
立
。
税
制
優
遇
措
置
の
要
件
を
緩
和

○
「
障
害
者
虐
待
防
止
法
」
成
立
。
家
庭
や
福
祉
施
設
、
雇
用
の
場
で
の
障
害
者
虐
待
の
通
報
を
義
務
付
け
⑦

○
「
改
正
介
護
保
険
法
」
成
立
。
医
療
行
為
で
あ
る
「
た
ん
吸
引
」
等
を
介
護
福
祉
士
の
本
来
業
務
に
位
置
付
け
。
医
療
・
介
護
の
連
携
に
よ
る
複
合
型
サ
ー

ビ
ス
、
24
時
間
対
応
サ
ー
ビ
ス
等
に
よ
り
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
推
進
す
る
⑦

○
総
務
省
が
「
平
成
22
年
度
国
勢
調
査
【
抽
出
速
報
集
計
結
果
】」
を
公
表
。
高
齢
者
人
口
の
う
ち
一
人
暮
ら
し
世
帯
割
合
の
上
昇
が
判
明
⑧

◇
県
が
「
東
日
本
大
震
災 

支
援
・
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
開
設
。
本
県
へ
の
避
難
者
や
被
災
者
支
援
の
拠
点
づ
く
り
が
ね
ら
い

▽
東
日
本
大
震
災
復
興
基
本
法
成
立

▽
長
野
県
松
本
市
で
Ｍ
5.4
の
地
震
発
生

▽
小
笠
原
諸
島
、
平
泉
が
世
界
遺
産
に
登
録

○全国の動き　◇県内の動き　★本会の動き　 福祉の動き

NEWS & TOPICS
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７

○
厚
労
省
の
「
児
童
養
護
施
設
等
の
社
会
的
養
護
の
課
題
に
関
す
る
検
討
委
員
会
」
が
「
社
会
的
養
護
の
課
題
と
将
来
像
」
を
ま
と
め
る
⑨

○
厚
労
省
の
「
平
成
22
年
国
民
生
活
基
礎
調
査
」
の
結
果
、
貧
困
率
16
％
と
判
明
。
１
９
８
５
年
以
降
、
最
も
高
い
値
⑧

○
厚
労
省
が
社
会
福
祉
法
人
新
会
計
基
準
を
決
定

◇
県
が
被
災
地
で
活
動
す
る
県
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
拠
点
「
か
な
が
わ
金
太
郎
ハ
ウ
ス
」
を
岩
手
県
遠
野
市
に
開
設
⑧

◇
県
が
「
東
日
本
大
震
災
に
関
連
し
た
大
学
生
等
の
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活
動
調
査
」
速
報
を
公
表
。
活
動
状
況
の
把
握
、
単
位
認
定
や
費
用
負
担
な
ど
、
学
生
へ

の
配
慮
の
課
題
が
明
ら
か
に
⑨

★
第
10
回
か
な
が
わ
高
齢
者
福
祉
研
究
大
会
開
催
④
⑧

★
福
祉
の
し
ご
と
フ
ェ
ア
２
０
１
１
、
横
須
賀
・
横
浜
・
大
和
の
３
会
場
で
開
催
⑥
⑫

▽
２
０
１
１
サ
ッ
カ
ー
女
子
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
「
な
で

し
こ
ジ
ャ
パ
ン
」
優
勝

▽
台
風
第
６
号
、
徳
島
県
に
上
陸
。
四
国
地
方
で
過
去
最

多
の
雨
量

▽
新
潟
県
・
福
島
県
で
記
録
的
豪
雨

８

○
「
改
正
障
害
者
基
本
法
」
施
行
。「
障
害
者
の
権
利
に
関
す
る
条
約
（
仮
称
）」
批
准
に
向
け
て
国
内
法
整
備
を
推
進
⑨

○
厚
労
省
所
管
・
㈶
介
護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー
が
「
平
成
22
年
度
介
護
労
働
実
態
調
査
結
果
」
を
公
表
。
介
護
事
業
所
の
半
数
が
職
員
不
足
⑨

○
「
地
域
主
権
一
括
法
」（
第
２
次
）
成
立
。
社
会
福
祉
法
人
の
定
款
認
可
権
の
市
へ
の
移
譲
な
ど
、
権
限
移
譲
や
条
例
制
定
権
の
拡
大
へ
⑨
⑫

◇
県
が
「
平
成
22
年
度
に
お
け
る
高
齢
者
虐
待
の
状
況
」
を
公
表
。
相
談
通
報
は
、
前
年
度
比
12
・
６
％
増
の
１
，
０ 

８ 

３
件
⑨

★
第
10
回
か
な
が
わ
シ
ニ
ア
美
術
展
開
催
⑨

▽
原
子
力
損
害
賠
償
支
援
機
構
法
成
立

▽
政
府
の
調
査
で
、
東
日
本
大
震
災
に
関
連
す
る
自
殺

が
、
本
年
６
月
で
16
人
に
上
っ
た
と
公
表

▽
リ
ビ
ア
の
反
カ
ダ
フ
ィ
政
権
派
が
首
都
制
圧
。
事
実
上

の
カ
ダ
フ
ィ
政
権
崩
壊

９

○
「
児
童
福
祉
施
設
最
低
基
準
及
び
児
童
福
祉
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
」
施
行
。
児
童
福
祉
施
設
長
の
資
格
要
件
の
明
確
化
、
社
会
的
養
護
施

設
の
第
三
者
評
価
等
の
義
務
化
、
親
族
里
親
等
の
要
件
見
直
し
な
ど
を
定
め
た
⑩

○
法
務
省
が
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
の
一
環
と
し
て
、「
更
生
保
護
・
福
祉
連
携
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
⑦

◇
県
が
９
月
補
正
予
算
で「
地
域
支
え
合
い
活
動
モ
デ
ル
事
業
」を
提
案
。
県
営
住
宅
に
住
む
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
の
孤
独
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
ね
ら
い
④
⑩

★
「
災
害
支
援
施
設
職
員
ノ
ウ
ハ
ウ
研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
策
定
委
員
会
」
発
足

★
福
祉
情
報
資
料
室
を
閉
室
⑨

▽
台
風
第
12
号
、
紀
伊
半
島
を
中
心
に
大
き
な
被
害

▽
野
田
佳
彦
内
閣
発
足
。
厚
労
省
に
小
宮
山
洋
子
大
臣

就
任

▽
世
界
遺
産
登
録
へ
鎌
倉
市
を
推
薦
決
定

10

○
厚
労
省
が
保
育
所
の
定
員
や
待
機
児
童
の
状
況
（
岩
手
・
宮
城
・
福
島
県
の
８
市
町
を
除
く
）
を
公
表
。
待
機
児
童
は
４
年
ぶ
り
に
減
少
⑪

○
厚
労
省
の
調
査
で
、
震
災
で
親
を
亡
く
し
た
子
ど
も
が
１
，
５ 
６ 
０
人
に
上
る
こ
と
が
判
明
⑪

○
「
改
正
高
齢
者
住
ま
い
法
」
に
よ
る
、「
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
事
業
の
登
録
制
度
」
を
開
始
⑪

◇
大
和
市
が
県
内
で
初
め
て
、
不
育
症
治
療
の
助
成
制
度
を
開
始
⑩

◇
茅
ヶ
崎
市
が
「
地
域
福
祉
総
合
相
談
室
設
置
運
営
事
業
」
を
開
始
⑪

★
第
60
回
県
社
会
福
祉
大
会
開
催
⑪

★
と
も
し
び
シ
ョ
ッ
プ
青
林
檎
（
相
模
原
市
緑
区
）
オ
ー
プ
ン

▽
ア
ッ
プ
ル
社
の
創
業
者
で
前
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
ス
テ
ィ
ー
ブ
・

ジ
ョ
ブ
ズ
さ
ん
死
亡

▽
総
務
省
の
調
査
で
、
日
本
人
人
口
が
初
め
て
減
少
し
た

こ
と
が
判
明

▽
厚
労
省
が
09
年
度
の
社
会
保
障
給
付
費
が
前
年
度
比

6.1
％
増
で
、
過
去
最
高
と
発
表

11

○
最
高
裁
判
所
が
、
来
年
２
月
か
ら
「
後
見
制
度
支
援
信
託
制
度
」
開
始
を
発
表
。
後
見
人
に
よ
る
不
正
を
防
ぐ
た
め
、
信
託
銀
行
を
活
用
す
る

○
法
務
省
が
「
平
成
23
年
版
犯
罪
白
書
」
を
公
表
。
再
犯
率
が
14
年
連
続
で
増
加
②
⑫

○
福
岡
高
裁
が
、
永
住
権
を
持
つ
外
国
人
は
生
活
保
護
の
対
象
で
あ
る
と
、
初
め
て
の
判
決
⑫

○
政
府
の
行
政
刷
新
会
議
の
「
提
言
型
政
策
仕
分
け
」
で
、
年
金
制
度
に
関
し
て
、
本
来
よ
り
高
い
支
給
の
特
例
水
準
の
見
直
し
を
指
摘

○
㈳
全
国
老
人
福
祉
施
設
協
議
会
が
「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
お
け
る
胃
ろ
う
等
に
よ
る
経
管
栄
養
に
関
す
る
実
態
調
査
」
報
告
書
サ
マ
リ
を
公
表
⑦

◇
第
22
回
全
国
福
祉
医
療
施
設
大
会
を
本
県
で
開
催
⑫

★
施
設
部
会
研
修
会
「
施
設
に
お
け
る
災
害
支
援
〜
東
日
本
大
震
災
へ
の
支
援
を
通
し
て
」
を
開
催
⑫

▽
横
浜
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
が
、
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
傘
下
の
「
横
浜
Ｄ

ｅ
Ｎ
Ａ
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
」
へ

▽
富
士
急
湘
南
バ
ス
（
松
田
町
）
が
来
年
１
月
に
、
バ
ス

路
線
を
大
幅
に
縮
小
す
る
見
通
し
を
発
表

▽
宇
宙
飛
行
士
の
古
川
聡
さ
ん
、
日
本
人
最
長
の
宇
宙
滞

在
１ 

６ 

７
日
を
経
て
帰
還

12

○
厚
労
省
と
全
国
知
事
会
な
ど
が
、
生
活
保
護
制
度
改
革
案
の
中
間
と
り
ま
と
め
を
報
告
。
生
活
保
護
打
ち
切
り
の
検
討
対
象
を
明
示

◇
県
が
「
か
な
が
わ
子
育
て
応
援
パ
ス
ポ
ー
ト
」
協
力
事
業
者
の
募
集
開
始
。
子
育
て
家
庭
が
優
待
サ
ー
ビ
ス
等
を
受
け
る
仕
組
み
を
推
進

★
提
言
集
「
社
会
福
祉
制
度
・
施
策
へ
の
提
言
」
を
国
・
県
等
に
提
出
⑫

▽
（独）
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
が
「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
」
の

ト
ラ
ブ
ル
急
増
を
報
告

▽
北
朝
鮮
の
キ
ム
・
ジ
ョ
ン
イ
ル
総
書
記
死
亡

▽
自
衛
隊
が
震
災
派
遣
活
動
を
全
て
終
了

２０１１年　　



私のおすすめ

❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ 

書かれているので、どんな症状が
彼女に起こったか分かりやすいで
す。「目の前にある階段が上りか
下りか分からない」など背景と物
の境界が分からない、「立体が平
面に見える」などの空間性の認知
障害、「アナログ時計が読めない」、
言語の障害など、障害のパターン
には個人差があるとしても、びっ
くりする内容が多いです。世の中のバリアフリーへの苦
言、周囲の人にお願いしたいことも書かれています。
◆ 「ぼくらはみんな生きている」
坪倉優介著（幻冬舎）※
　大学１年生の時、交通事故で記
憶を失った男性の手記です。物の
名前が分からないだけでなく、そ
れが食べる物なのか、使う物なの
かも分からない。「食べる」とい
うのはどうすることなのか、「お
いしい」「冷たい」とはどういう感覚なのか、そういっ
た概念までもが失われるなど、テレビや映画に出てくる
記憶喪失より、もっとショッキングです。彼は、過去の
記憶の多くを失いましたが、事故後目覚めた後には、徐々
に回復し、新しい知識と記憶を蓄積していることが段階
を追って分かります。母親から見た様子も書かれている
ので、より立体的に彼の状況が見えてきます。
　まだまだたくさんの障害当事者の手記が出版されてい
ます。ぜひ一度、「障害者の声」を読んで、知っていた
だけたらと思います。
 （※は文庫版も発行）

「障害者の声」を読んでみませんか？

～外見では見えにくい
障害のある人たちの手記紹介～

　外見では見えにくい障害のある人たちが、自分自

身や社会をどう感じているか、考えているかなどを

知っていただければと思い、障害当事者が執筆した

本のうち、特に印象深いものをご紹介します。

❖ 発達障害

　外見では見えにくい障害のひとつに、自閉症・アスペ
ルガー症候群などの広汎性発達障害・学習障害・注意欠
陥多動性障害などの総称である「発達障害」があります。
◆ 「ずっと『普通』になりたかっ
た」グニラ・ガーランド著
　ニキ・リンコ訳（花風社）
　高機能自閉症と診断されたス
ウェーデンの女性の手記です。彼
女は「自分を理解すること」「本
物の人間になることが一生の望み
だった」というほど、小さい時か
ら他の人との違いに苦しんできました。「よほど知って
いる人でないと、人の顔が空っぽに見えて分からない」
「人の言葉や場の雰囲気などを『色』として感じる」「歯
や皮膚の過敏さがある反面、トイレはぎりぎりまで感じ
ない」などのエピソードがたくさん紹介されています。
福祉先進国と言われるスウェーデンでさえも、周囲の理
解を得ることに苦労してきたことも分かります。発達障
害に関する本の中でも、この本は読みものとしても面白
く、ページをめくるたびに驚きの連続だと思います。

❖ 高次脳機能障害

　「高次脳機能障害」とは、脳の損傷が原因で、覚えら
れない・思い出せないなどの記憶障害や、集中できない
などの注意力の障害、感情を抑制することができない、
物事をうまくこなすことができないなど、さまざまな支
障が現れる障害です。
◆「壊れた脳　生存する知」山田規畝子著（講談社）※
　三度の脳出血により高次脳機能障害を有するに至った
医師自身の手記です。患者であり、医師である立場から

　通称KILC（キルク）。1997年４月設立。障害者の自立生活を
目指してピアカウンセリング（障害者による相談事業）や各種
情報提供、障害者施策の研究・提言など障害当事者の目線で
共生社会の実現を目指した活動を展開。現在、厚木・平塚２
カ所を拠点に活動中。
＜連絡先＞〔法人本部〕厚木市愛甲953－２
　　　　 TEL　046－247－7503　FAX　046－247－7508
　　　　 URL　http://www.kilc.org
　　　　 E-mail　info@kilc.org

今月は ⇨ ＮＰＯ法人神奈川県障害者
 自立生活支援センター　がお伝えします!
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福祉最前線 神奈川県介護福祉士養成校連絡協議会
　　会長　豊田 宗裕（横浜国際福祉専門学校）
　平成９年結成。会員は県内の介護福祉士養
成施設12校。県内の養成施設における介護福
祉士養成に関連する事業・研修等の企画実施
と、連絡調整等を行う。
〈連 絡 先〉聖ヶ丘教育福祉専門学校
　　　　  横浜市保土ヶ谷区常盤台66－18
　　　　  ☎045－335－2312

PROFILE

◎ このコーナーでは県内各地の福祉関連の当事者・職能団体
等の方々から日ごろの取り組みをご寄稿いただきます。

介護福祉士養成の質的な向上に向けて
　「神奈川県介護福祉士養成校連絡協議会（神奈川介養
協）」は、県内にある12校の介護福祉士養成校が協力し、
地域特性に沿った養成校における教育内容の充実を図る
とともに、質の高い介護福祉士の養成・輩出を目指して、
介護福祉施設や関係する諸団体、また行政などと連携し
て、各種研修や人材確保・育成事業を実施することを目
的として、平成９年より活動を続けています。ここでは、最
近の介護福祉士養成の状況について、ご紹介しましょう。
　現在、介護福祉士の資格取得ルートには２つの方法が
あります。それは、①一定の実務経験を積んだ後、国家
試験を受験する方法と、②指定養成施設に通い、卒業と
同時に資格を取得する方法の２つですが、協議会に所属
している養成校は、後者のルートを教育課程として展開
しています。ほんの５、６年前までは、こうした養成施
設に通われる学生さんのほとんどが高校を卒業したばか
りの新卒学生であり、またそのうちの大部分は女性でし
た。しかしながら少子化と職業イメージの影響などで、
こうした新卒学生の数は現在ではぐっと減り、また志願
する学生数自体も減少が続いています。その代わりに現
在では、職業訓練生（ハローワークなどを通じて行われ

ている資格取得講座生）として学校に通う学生さんの割
合が、特に専門学校における養成施設では多数を占める
ようになっています。当然ですが、学生さんたちのプロ
フィールが以前とはだいぶ異なるようになり、学校の中
の雰囲気もかなり変わってきました。職業訓練ですから、
平均年齢も上昇したこと（平均で40歳を超えると思いま
す）、男性の学生さんが増えたこと、子育てや実際にご
両親の介護をされている方など、教員達もまさに「職業
教育の場」を体感しているといえるでしょう。
　こうして輩出される介護福祉士ですが、その登録数は
平成23年11月現在、全国で98万５千人に上っており（社
会福祉振興・試験センター調べ）、毎年おおよそ８万人
強ずつその数を伸ばしています。本県の登録者は５万６
千人強であり、東京都、大阪府に次いで全国３番目の登
録数を抱えています。皆さんもご存じの通り、ここ数年
来全国で介護人材不足が叫ばれており、特に都市部にお
いてその確保は喫緊の課題として、関係者の頭を悩ませ
ています。介護福祉士の数ばかりではなく、質の確保・
向上を目指して、今後協議会としても積極的に活動を続
けていきたいと思います。
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神
奈
川
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
の
開
設

　

平
成
元
年
十
二
月
、
国
は
、
少
子
高
齢
化
の
進
行

に
伴
う
介
護
需
要
の
増
大
等
に
対
応
す
る
た
め
「
高

齢
者
保
健
福
祉
推
進
十
か
年
戦
略
（
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ

ン
）」
を
策
定
し
、
保
健
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
整
備

目
標
と
し
て
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
十
万
人
な
ど
を
掲

げ
、
今
後
の
急
速
な
高
齢
化
に
十
分
対
応
で
き
る
よ

う
、
人
材
確
保
の
対
策
に
着
手
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
動
き
を
背
景
に
、
本
会
で
は
、
平
成
二

年
、
第
二
次
県
社
協
活
動
推
進
計
画
の
改
定
作
業
の

一
環
で
、
福
祉
人
材
の
確
保
の
課
題
に
対
し
、
職
業

紹
介
事
業
や
、
資
格
取
得
を
目
指
す
学
生
に
対
す
る

奨
学
金
制
度
、
就
職
説
明
会
の
開
催
な
ど
を
実
施
す

る
た
め
の
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
開
設
に
つ
い
て
の
検

討
が
始
ま
り
、
平
成
三
年
度
か
ら
県
の
委
託
事
業
と

し
て
、
県
社
会
福
祉
会
館
一
階
に
「
神
奈
川
県
福
祉

人
材
セ
ン
タ
ー
」（
以
下
、「
セ
ン
タ
ー
」）
が
開
所

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

無
料
職
業
紹
介
事
業
の
認
可
に
つ
い
て
は
平
成
四

年
五
月
に
受
け
、
そ
れ
ま
で
は
認
可
に
よ
ら
な
い
求

人
・
求
職
情
報
の
提
供
、
県
内
福
祉
施
設
に
お
け
る

人
材
不
足
の
実
態
把
握
調
査
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
理

解
と
関
心
を
高
め
る
た
め
の
福
祉
入
門
教
室
や
介
護

従
事
者
養
成
講
座
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

時
代
を
反
映
す
る
無
料
職
業
紹
介
事
業

　

セ
ン
タ
ー
の
新
規
求
職
者
数
は
、開
設
し
て
以
来
、

し
ば
ら
く
は
増
加
を
続
け
ま
し
た
。
平
成
十
一
年
度

の
新
規
求
職
者
を
見
る
と
、三
千
五
百
四
十
三
名
と
、

前
年
比
、
千
九
人
増
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
の

五
三
％
が
無
職
者
の
求
職
で
、
専
業
主
婦
、
ア
ル
バ

講
座
」
を
開
催
す
る
な
ど
の
対
応
を
図
り
ま
し
た
。

　

平
成
十
三
年
度
に
は
、
新
規
求
職
者
数
が
約
六
千

件
、中
高
年
層
が
全
求
職
者
の
お
よ
そ
二
割
を
占
め
、

年
間
の
セ
ン
タ
ー
来
訪
者
数
が
二
万
四
千
人
を
超
え

ま
し
た
。
こ
の
年
は
、
介
護
保
険
制
度
施
行
の
翌
年

に
あ
た
り
、
高
齢
関
係
施
設
の
求
人
が
全
体
の
六
二

％
を
占
め
、
全
求
人
の
う
ち
、
雇
用
形
態
が
非
常
勤

等
で
あ
る
非
正
規
職
員
が
五
四
％
に
上
り
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
職
業
紹
介
シ
ス
テ
ム
へ

　

情
報
技
術
の
進
展
に
伴
い
、
平
成
十
六
年
三
月
か

ら
、
全
国
の
セ
ン
タ
ー
が
取
り
扱
う
求
人
情
報
を
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
職
業
紹
介
で
き
る
シ
ス

テ
ム
が
中
央
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
（
全
社
協
）
に
よ

っ
て
開
発
さ
れ
、
全
国
に
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
時
の
シ
ス
テ
ム
は
、
求
職
者
が
希
望
す
る
都
道

イ
ト
等
も
多
く
、
も
と
も
と
福
祉
職
を
志
し
て
い
な

か
っ
た
方
が
、
職
を
求
め
福
祉
分
野
で
の
就
労
を
考

え
る
状
況
が
見
え
始
め
て
い
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
福
祉
施
設
側
は
、
即
戦
力
と
し
て
す
ぐ

に
働
け
る
経
験
者
や
有
資
格
者
を
望
ん
で
お
り
、
求

職
者
と
求
人
側
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
生
ん
で
い
ま
し

た
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
求
職
者
に
福
祉
の

基
礎
的
な
知
識
を
得
て
も
ら
お
う
と
、「
福
祉
基
礎

　

少
子
高
齢
社
会
の
進
行
な
ど
に
よ
り
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
従
事
者
の
確
保
が
社
会
的
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
本
号
で
は
、
福
祉
の
人
材
確
保
に
取
り
組
ん
で
き
た
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
の
歩
み
を
追

う
こ
と
で
、
若
年
労
働
者
の
減
少
も
進
む
中
、
今
後
の
福
祉
人
材
の
確
保
の
方
向
性
を
探
り
ま
す
。

【
第
十
回
】
福
祉
人
材
の
確
保
を
目
指
し
て
き
た
20
年

 

－

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み

－

福
祉
社
会
を
ひ
ら
く
〜
県
社
協
60
年

福祉人材センターの求職・求人数と
完全失業率の推移（本会作成）

※「 求職者（新規）」と「求人数」は、本会福祉人材セ
ンターの統計数値（Ｈ16・Ｈ19に集計方法を変更）

※「 完全失業率」は、内閣府統計局の長期時系列データ
を参照
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働
い
た
経
験
の
な
い
中
高
年
層
の
有
資
格
者
に
最
低

限
期
待
す
る
こ
と
で
は
、「
一
般
的
な
常
識
や
マ
ナ
ー

が
あ
れ
ば
よ
い
」
と
回
答
し
た
福
祉
施
設
が
最
も
多

い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
社
会
福
祉
を
め
ぐ
る
制
度
の
変
遷

や
社
会
全
体
の
雇
用
状
況
な
ど
、
時
代
の
動
き
と
と

も
に
、
福
祉
施
設
の
人
材
の
あ
り
よ
う
も
変
化
し
て

い
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

今
後
の
福
祉
人
材
の
確
保
に
向
け
て

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
経
済
情
勢
や
雇
用
情
勢
の
影
響

を
大
き
く
受
け
な
が
ら
も
、
福
祉
人
材
確
保
に
向
け

て
業
務
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
い
ま
だ
福
祉
の
仕
事
は
知
ら
れ
て
い
な

い
状
況
に
あ
る
た
め
、
今
後
は
、
就
職
活
動
中
の
方

や
福
祉
の
職
場
に
関
心
を
も
っ
て
い
る
方
々
に
、
福

祉
の
仕
事
の
現
状
を
き
ち
ん
と
伝
え
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
特
に
、
若
年
層
や
無
資

格
・
未
経
験
の
方
な
ど
に
対
す
る
働
き
か
け
を
重
視

し
、
福
祉
現
場
で
働
く
職
員
か
ら
仕
事
内
容
や
職
場

の
環
境
な
ど
を
気
軽
に
聞
く
こ
と
が
で
き
る「
福
祉
・

介
護
の
仕
事
を
知
る
懇
談
会
」
や
「
福
祉
・
介
護
の

仕
事
、
職
場
体
験
事
業
」
な
ど
を
実
施
し
、
福
祉
の

仕
事
へ
の
理
解
促
進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
求
職
者
に
対
す
る
働
き
か
け
に
限
ら
ず
、

福
祉
施
設
経
営
者
や
職
能
団
体
、
従
事
者
養
成
校
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
、
関
係
す
る
団
体
・
機
関
と
の

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
協
力
関
係
の
中
で
福
祉
人
材

を
確
保
し
て
い
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

 

（
福
祉
人
材
無
料
職
業
紹
介
担
当
）

ス
が
出
展
、
千
六
百
七
十
六
名
が
参
加
し
、
百
名
の

方
に
採
用
内
定
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
の
相
談
会
を
継
続
し
て
開
催

し
、
県
央
地
域
や
西
湘
地
域
な
ど
で
の
地
域
開
催
も

試
み
ま
し
た
。
そ
し
て
平
成
十
九
年
度
以
降
、
さ
ら

に
県
内
の
各
地
域
に
お
け
る
求
人
・
求
職
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
た
め
、
横
浜
会
場
の
ほ
か
に
二
カ
所
を
追

加
し
、
合
計
三
カ
所
で
実
施
す
る
な
ど
、
き
め
細
や

か
な
取
り
組
み
を
現
在
ま
で
行
っ
て
き
て
い
ま
す
。

福
祉
人
材
確
保
を
め
ぐ
る
課
題
の
把
握

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
社
会
福
祉
事
業
の
人
材
確
保
に

関
す
る
情
報
収
集
や
調
査
研
究
に
も
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

　

平
成
十
年
度
の
調
査
で
は
、
前
年
の
介
護
保
険
法

成
立
を
受
け
、「
介
護
保
険
導
入
に
伴
い
講
じ
て
い

る
方
策
」
や
、「
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
望
ま
し
い
給

与
水
準
」
な
ど
を
調
査
項
目
と
し
た
ほ
か
、
福
祉
施

設
に
お
け
る
非
常
勤
・
短
時
間
勤
務
の
雇
用
が
増
加

傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
雇
用
形
態
の
変
化
な
ど
を

把
握
し
、
非
常
勤
等
の
雇
用
に
あ
た
っ
て
の
留
意
点

な
ど
を
提
案
す
る
調
査
報
告
書
を
と
り
ま
と
め
ま
し

た
。

　

ま
た
、
相
談
窓
口
で
中
高
年
層
の
求
職
者
が
増
え

つ
つ
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
十
五
年
度
の
調
査
で

は
、
中
高
年
層
の
求
職
者
に
対
す
る
福
祉
施
設
側
の

対
応
を
調
査
し
て
い
ま
す
。
こ
の
調
査
で
は
、
回
答

施
設
の
六
四
％
で
中
高
年
層
を
採
用
し
て
お
り
、
そ

の
採
用
理
由
は
「
人
物
が
優
れ
、
福
祉
に
適
正
を
得

た
人
で
あ
っ
た
た
め
」
が
最
も
多
く
、
福
祉
分
野
で

府
県
の
セ
ン
タ
ー
に
登
録
し
た
上
で
、
求
人
情
報
を

得
て
、
上
限
三
件
の
紹
介
状
を
取
り
出
す
と
い
う
も

の
で
し
た
。

　

求
人
に
つ
い
て
も
、
従
来
ま
で
郵
送
処
理
で
し
た

が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
登
録
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
も
シ
ス
テ
ム
は
改
良

さ
れ
、
平
成
十
八
年
十
二
月
か
ら
、
全
国
の
求
人
情

報
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

福
祉
施
設
就
職
相
談
会

　

平
成
六
年
度
に
は
、
福
祉
施
設
へ
の
就
職
希
望
者

と
、
人
事
担
当
者
等
が
直
接
面
談
す
る
「
福
祉
施
設

就
職
相
談
会
」
を
初
め
て
開
催
し
ま
し
た
。
県
社
会

福
祉
会
館
を
会
場
に
、
二
日
間
で
福
祉
施
設
が
五
十

九
ブ
ー
ス
を
出
展
し
、
延
べ
千
八
十
八
名
が
集
ま
り

ま
し
た
。
就
職
相
談
会
の
継
続
を
希
望
す
る
声
が
上

が
っ
た
た
め
、
平
成
七
年
度
に
は
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜

国
際
会
議
セ
ン
タ
ー
に
会
場
を
移
し
、
七
十
三
ブ
ー

当時の「福祉施設就職相談会」の様子
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県社協の
ひ ろ ば

た
昨
年
を
さ
ら
に
大
き
く
下
回
る
結
果
と

な
り
ま
し
た
。（
左
下
グ
ラ
フ
参
照
）

　

職
種
別
の
合
格
者
数
は
左
表
の
と
お
り

で
す
。
平
成
十
年
の
第
一
回
試
験
で
は
医

師
・
看
護
師
な
ど
保
健
医
療
分
野
の
受
験

者
が
全
体
の
七
割
を
占
め
て
い
ま
し
た

が
、
徐
々
に
比
率
が
逆
転
し
、
今
回
は
福

祉
分
野
の
受
験
者
が
九
割
近
く
を
占
め
る

状
況
と
な
り
、
そ
の
中
で
も
全
体
の
約
七

　

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十

三
日
、「
第
十
四
回
介
護
支

援
専
門
員
実
務
研
修
受
講
試

験
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

会
場
は
県
内
三
カ
所
（
青

山
学
院
大
学
他
）。
受
験
者

数
は
七
千
八
百
七
十
七
名
、

合
格
者
は
千
四
百
八
名
で
、
合
格
率
（
一

七
・
九
％
）
は
そ
れ
ま
で
の
最
低
で
あ
っ

第
14
回
介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講
試
験　

合
格
状
況

県社協の
ひ ろ ば

割
が
介
護
福
祉
士
の
資
格
保
有
者
で
し
た
。

　

ま
た
男
女
比
は
、
三
対
七
で
当
初
か
ら

あ
ま
り
変
わ
ら
ず
、
保
健
医
療
及
び
福
祉

分
野
に
お
け
る
女
性
の
就
業
比
率
の
高
さ

が
表
れ
て
い
ま
す
。

　

合
格
者
に
対
す
る
実
務
研
修
は
二
月
上

旬
か
ら
、
本
会
・
横
浜
市
社
協
・
川
崎
市

社
協
で
実
施
し
ま
す
。

（
福
祉
人
材
研
修
・
介
護
支
援
専
門
員
支
援
担
当
）

一般社団法人

福祉施設経営相談室　税務・会計の専門相談員

一般家庭から大型ビルまで
最新のエレクトロ技術によ
り安心と安全を提供します。

京浜警備保障株式会社

本　　社　　〒221-0056　横浜市神奈川区金港町5番地10 金港ビル4Ｆ内
　　　　　　　　　　　（045）461－0101 代表　 FAX（045）441－1527

岡 本 誠 一 郎代表取締役社長

平成23年度介護支援専門員実務研修受講試験 職種(資格)別合格状況

職　　種 合格者数（人）
（　）内は昨年度

比率（％）
（　）内は昨年度

介護福祉士 964 (1,226) 68.5 (69.8)
社会福祉士 139 (162) 9.9 (9.2)
看護師 68 (79) 4.8 (4.5)
介護等業務従事者 53 (73) 3.8 (4.2)
相談援助業務従事者 43 (52) 3.1 (3.0)
理学療法士 24 (22) 1.7 (1.3)
栄養士（管理栄養士を含む） 21 (26) 1.5 (1.5)
歯科衛生士 16 (12) 1.1 (0.7)
薬剤師 13 (16) 0.9 (0.9)
あん摩マッサージ指圧師 13 (13) 0.9 (0.7)
保健師 11 (13) 0.8 (0.7)
作業療法士 10 (19) 0.7 (1.1)
柔道整復師 10 (0) 0.7 (0.0)
精神保健福祉士 10 (13) 0.7 (0.7)
准看護師 5 (16) 0.4 (0.9)
はり師 5 (6) 0.4 (0.3)
医師 1 (1) 0.1 (0.1)
歯科医師 1 (4) 0.1 (0.2)
言語聴覚士 1 (3) 0.1 (0.2)
助産師 0 (0) 0.0 (0.0)
視能訓練士 0 (0) 0.0 (0.0)
義肢装具士 0 (0) 0.0 (0.0)
きゅう師 0 (0) 0.0 (0.0)

計 1,408 (1,756) 100.0 100.0

介護支援専門員実務研修受講試験 受験者･合格者推移
（平成10年度第１回から平成23年度第14回まで）

（人）

Ｈ10
年度
Ｈ12
年度
Ｈ14
年度
Ｈ16
年度
Ｈ18
年度
Ｈ20
年度
Ｈ22
年度
Ｈ23
年度

（％）
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iinnffoorrmmaattiioonn

役員会の動き
◇ 理事会＝12月22日（木）①正会員の
入会申込み②職員給与規程の一部を
改正する規程（案）③県社会福祉会館
管理規程の一部を改正する規程（案）
④平成23年度特別会計補正予算（案）
⑤平成24年度事業推進方針（案）

新会員紹介
【施設部会】ファームランドながお、
横浜市つたのは学園、湘南くすの木
保育園、ワークステーション・菜の花

第６回地域福祉推進を考える
セミナーのご案内
　「アルコール依存症」をテーマに、
当事者の体験談や回復プログラムの
一つである「ロール・プレイング」
の見学を通して、病気と回復につい
て理解を深めます。
◇ テーマ＝アルコール依存症につい
て専門機関「寿アルク」と当事者
が語る
◇ 日時＝３月14日（水）午後１時30分
～４時15分（午後１時受付開始）
◇会場＝県社会福祉会館 講堂
◇ 対象＝社会福祉施設職員、民生委
員児童委員、社協役職員、行政職
員、ＮＰＯ・ボランティア関係者、
その他関心のある方
◇定員＝200名（先着順）
◇申込締切＝３月９日（金）
◇ 問合先＝本会社会福祉施設・団体担当
　☎045－311－1424　℻  045－313－0737
　URL http://www.knsyk.jp

シンポジウム「災害に強い福
祉事業所づくり」のご案内
　福祉事業所の防災対策や事業継続

計画（ＢＣＰ）の調査研究報告などを
通して、災害に強い事業所づくりを
考えます。
◇ テーマ＝緊急時、利用者への福祉
サービスを維持するための地域と
の連携のあり方
◇ 日時＝３月14日（水）午後１時30分
～５時
◇会場＝東京交通会館
◇ 対象＝社会福祉施設、社協等の福
祉事業の関係者、その他関心のあ
る方
◇定員＝120名（先着順）
◇ 申込方法＝下記URLのウェブサ
イトから入力、もしくは所定様式
によりファクス
◇申込締切＝３月９日（金）
◇ 問合先＝㈱浜銀総合研究所 経営
コンサルティング部「福祉事業所 
防災対策・事業継続調査」事務局
　☎045-225-2373　℻  045-225-2198
　 URL http://www.yokohama-ri.
co.jp/fukushi_bcp/

　 E-mail fukushi_bcp@yokohama-
ri.co.jp

高次脳機能障害ボランティア
講習会のご案内
　高次脳機能障害のある方を支援す
るボランティアを育成するため、基
礎的な知識・理解を深める講習会を
開催します。
◇ 日時＝３月18日（日）午後１時～４
時
◇会場＝アガペセンター（座間市）
◇ 対象＝高次脳機能障害のある方の
家族や支援者、その他高次脳機能
障害に関心のある方
※ 参加希望などについては、事前に
お問合せください。

◇問合先＝（Ｎ）脳外傷友の会ナナ
　☎046-249-2020　℻  046-247-2433
　 E-mail npo-nana@ameber.
plala.or.jp

　 URL http://www13.plala.or.jp/
nana516/index.html

県社会福祉会館
貸し会議室等のご案内

　県社会福祉会館の会議室・研修室・
講堂は、県内の社会福祉の充実推進
を図るための会議・研修・研究・講演
会等に必要な場を提供することを主
たる目的として設けられたものです。
ぜひご利用ください。

★会場　（ ）内は定員数
　１階　第３会議室（18名）
　２階　第１会議室（60名）
　　　　第２会議室（45名）
　　　　講堂 ※
　４階　第１研修室（48名） ※
　　　　第２研修室（48名）
　　　　第３研修室（60名）
　　　　第４研修室（30名）
※ 講堂はご利用方法によって定員が
変わります。

※ ４階研修室は第１・２研修室（96名）
と第３・４研修室（90名）として
もご利用できます。

詳しくは、本会ホームページを
ご覧ください

〈ご予約・お問い合せ〉
本会総務担当
☎045－311－1421　℻  045－312－6302
E-mail soumu@knsyk.jp
URL http://www.knsyk.jp

－社会福祉施設の設計監理－
株式
会社安江設計研究所
東京都港区高輪 2 －19－17－808
Te l  0 3（3449）1771㈹／ Fax  0 3（3449）1772
E‒Mail yasue@yasue-sekkei.co.jp
URL http://www.yasue-sekkei.co.jp/

新築・増築・改修の他、耐震診断・建物定期報告・
アスベスト調査等お気軽にご相談ください
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発
行
日　

２
０
１
２
年（
平
成
24
年
）１
月
15
日　

毎
月
１
回
15
日
発
行　
　

発
行
所　

〒
221

－

０
８
４
４　

横
浜
市
神
奈
川
区
沢
渡
４
番
地
の
２

社
会
福
祉
法
人　

神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議
会　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
045

－

311

－

１
４
２
３　

Ｆ
Ａ
Ｘ
045

－

312

－

６
３
０
２　
　

編
集
発
行
人　

鈴
木
和
夫　
　

印
刷
所　

株
式
会
社　

神
奈
川
機
関
紙
印
刷
所

「
福
祉
タ
イ
ム
ズ
」
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

kikaku@
knsyk.jp

ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

防火管理者の皆様へ 消防用設備等点検時には無償で点検推進指導員を派遣し
防火管理者の立会を支援いたします。

（財）神奈川県消防設備安全協会
 ☎　０４５－２０１－１９０８

　これまで、活断層や地震の現象、建物倒壊などの地震災害を記事にしてきまし
たが、地震が発生した際の対応力の強化に有効な実践的頭脳訓練である「図上演
習」についてご紹介します。内容は著者が経験してきた訓練や参考図書（図上演
習入門：内外出版）を基にしています。防災訓練には、大きく分けると人間や機
器の操作を伴う「実働訓練」と、机上で地図などを使って行う「図上演習」に分
けられます。「図上演習」の良さは、これまで大きな災害を経験したことがない
人たちが災害イメージを共有できたり、対策を討議しながら情報収集や意思決定
の重要な視点を確認できたりするところにあります。次号以降、いろんなタイプ
の図上演習について紹介していきます。

図上演習のすすめ①
（執筆）神奈川県温泉地学研究所　杉原英和次長

消防用設備の
安心を保障します

広
告

〈防災理解教室in小田原2009　図上演習風景〉
著者が講師を行い、自治会の役員・小田原市青年会議所・
災害ボランティア等の方々が一緒に地域の災害対策に
ついて地図の上で検討している風景

かながわ
情報Hot

第25回ともしび絵本コンテスト
「ともしび大賞」受賞作品

『ちはるちゃんの出会い記念日』
茅ヶ崎市立第一中学校
２年生　高波 里安さん

　第25回ともしび絵本コンテスト応募作品252点の中から、「ともしび大賞」に輝いた高波里安さん。
高波さんの描いた「ちはるちゃんの出会い記念日」はスケジュール帳をプレゼントされた主人公が、
毎日を「出会い記念日」にして、出会った人たちを記録していく中で、さまざまな立場の人々の存在
に気づき、スケジュール帳をいっぱいにしていくというストーリーです。
　「去年、佳作に選ばれてから、今年も応募しようと思い、だいたいのイメージは頭の中でできてい
ました」と高波さん。その思いを胸に集中して、絵は１時間、ストーリーは１日で描き終えたそうです。
　美術部に所属する高波さんが「ポスター」ではなく、「絵本」に応募した理由は、人と出会って感
じたことを絵だけではなく、たくさんの言葉を使って伝えたかったから。
　エレベーターのボタンを押してあげて「ありがとう」と言われた、日常の何気ない出会いを積み重
ねていくことを大切にしていきたいと思った。「これからは、顔見知りのお年寄りだけではなく、地域
の方々に進んであいさつをしていきたい。たくさんの人と言葉を交わし、一つひとつの出会いを大切
にしていけば、みんなが安心して住みやすいまちづくりにつながっていくのでは」と話します。
　生徒会・美術部・フラダンスと、日々、人と出会い、関わりながら過ごすことの多い高波さん。「絵
本の主人公ちはるちゃんのモデルはいない」と話しますが、彼女の笑顔も絵本と同じように、見る人
を温かい気持ちにさせてくれます。そんな彼女のスケジュール帳もすぐに「出会い記念日」でいっぱ
いになるでしょう。 （ともしび運動推進担当）
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